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革新炉や既存炉への機械学習技術の導入促進を目的に、 AI 技術のうち特に機械学習技術に着目した、原子

力分野の信頼性評価の基本的な考え方の草案を開発している。機械学習を原子力発電所の設計・運営・廃炉

に適用する際の原子力分野特有の留意点抽出と機械学習活用ユースケースについて検討した。 
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1. 緒言 

機械学習を利用して提供される製品やサービスについて一般産業の取り組みを参考にし、機械学習を原子

力発電所へ適用する際に求められる品質を想定することで原子力分野特有の留意点を抽出した。また原子力

分野での AI 活用ユースケースの調査を行った。 

2. 実施事項 

2-1. 原子力分野特有の検討事項抽出 

機械学習技術を原子力分野で利用する際の留意点を抽出した。抽出にあたっては、国内石油化学プラント

の保安分野を対象として整備された「プラント保安分野 AI 信頼性評価ガイドライン」[1]の記載内容を参照し、

石油化学と原子力の求められる品質の違いを比較検討した。抽出事項を基に原子力分野における機械学習活

用のためのガイドラインにインプットすべき事項を整理した。また、原子力発電所おける機械学習システム

の適用範囲とそのリスクを適切に調整するための簡易評価のフロー案などを開発しユースケース等で活用す

ることの有効性を草案で提案した。 

2-2. 原子力分野におけるユースケース調査 

原子力発電所の設計・運営・廃炉に対して機械学習を適用した実績または研究開発中の公開事例からユー

スケースを抽出し、活用プロセスや求められる品質を想定することで原子力分野特有の事項の検討を行った。

機械学習活用ケースは、業務上の利用シーンと、AI 技術分類により、4 つのカテゴリ（実行系、生成系、識

別系、予測系）に分類した。 

3. 結言 

本検討にて原子力分野における機械学習技術に着目した信頼性評価の基本的な考え方の草案を開発した。

今後、抽出したユースケースに対して原子力分野における基本的な考え方を適用し、考え方の妥当性を確認

するとともに、現場導入へのプロセスや説明性確保の具体化を進めていく。 
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